
食物アレルギー状態における腸管免疫系の解析

機能性

技術の特徴
・アレルゲンの経口摂取のみで成立するアレルギー動物モデルの作成に成功した。

・食物アレルギーの発症メカニズム、とくに食物が直接接触する腸管免疫系の解析はほとんどおこなわ
れていない。

研究の内容
・当研究室で確立したアレルギーモデルマウスを用いて、アレルゲン特異的な腸管免疫系の応答を各種

・ヒトの小腸粘膜面はテニスコート一面分の面積
・小腸上皮内リンパ球（IELs）は生体最大の免疫装置の一つ
・全身免疫系から独立した免疫器官
・生理機能は未だ不明

免疫学的アッセイにより解析したところ、アレルギー状態においてはIELsの応答性が低下するとともに、
抑制性免疫細胞が誘導されていた。

Ex vivoアレルゲン応答性試験
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フローサイトメトリーによる抑制性免疫細胞の解析
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今後の展開
食物アレルギーにおける腸管免疫系と全身免疫系の相互作用を検討する。
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